
大
安
寺
四
天
王
像
序
論

〜
広
目
天
像
の
形
姿
復
元
と
大
刀
を
突
く
神
将
像
〜

友

鳥匹

U禾

英

大
安
寺
に
は
、
九
体
の
一
木
彫
像
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
本
尊
十
一
面
観
音
像
・
楊
柳
観
音

像
・
馬
頭
観
音
像
・
不
空
絹
索
観
音
像
・
聖
観
音
像
、
そ
し
て
、
四
天
王
像
と
し
て
持
国
天

像
・
増
長
天
像
・
広
目
天
像
・
多
聞
天
像
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
像
は
、
日
本
彫
刻
史

上
、
そ
れ
ぞ
れ
際
立
っ
た
個
性
と
意
義
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
研
究
の
中
心
に
据

え
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
大
安
寺
木
彫
群

(以
下
、
本
木
彫
群
と
呼
称

す
る
こ
と
と
す
る
。)
に
残
さ
れ
た
研
究
課
題
・
謎
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

　　

ユ
　

本
木
彫
群
中
の
四
天
王
像
を
取
り
上
げ
る
。
構
成
は
、
ま
ず
、
本
木
彫
群
四
天
王
像
の
造
形

を
観
察
。
そ
の
結
果
、
広
目
天
像
が
後
補
の
段
階
で
、
造
立
当
初
の
形
姿
か
ら
大
き
く
改
変

さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
広
目
天
像
の
当
初
の
形
姿
の
復
元
を
試
み
、

そ
れ
が
、
非
常
に
特
徴
的
な
図
像
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一章

各
像
の
造
形
観
察

本
章
で
は
四
天
王
各
像
の
造
形
を
観
察
し
、
特
徴
的
な
箇
所
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ

の
造
形
観
察
は
、
実
際
の
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
観
察
に
及
ぶ
前
に
、
法
量
と
後
補

箇
所
を
記
し
て
お
き
た
い
。
尚
、
後
補
箇
所
に
つ
い
て
は
、
『大
和
古
寺
大
観
』
の
作
品
解

　エ
　

説
を
参
考
に
実
見
、
確
認
し
た
。

持
国
天
像

像
高
一
四
九
・
五
㎝
。

櫃
の
一
木
造
で
、
頭
頂
部
か
ら
岩
座
ま
で
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。

後
補
箇
所
"
肩
か
ら
先
の
両
腕
、
正
面
股
下
お
よ
び
背
而
の
裳
裾
、
左
腰
辺
の
天
衣
。

増
長
天
像

像
高
一
四
〇
・
○
㎝
。

櫃
の
一
木
造
で
、
頭
頂
部
か
ら
岩
座
ま
で
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。

後
補
箇
所
"肩
か
ら
先
の
両
腕
。
背
面
裳
裾
中
央
。
左
足
前
半
部
と
岩
座
左
半
分
。

広
目
天
像

像
高
一
三
七
・
五
㎝
。

櫃
の
一
木
造
で
、
頭
頂
部
か
ら
岩
座
ま
で
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。

後
補
箇
所
H
肩
か
ら
先
の
左
腕
全
て
、
右
手
先
か
ら
前
謄
三
分
の
一
辺
り
ま
で
。

袖
。
背
面
中
央
上
下
二
段
の
蓋
板
。
左
右
腰
辺
の
裳
先
。

多
像 聞
高 天一 像

八

八
cmO

右
腕
鰭
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櫃
の
]
木
造
で
、
頭
頂
部
か
ら
岩
座
ま
で
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。

後
補
箇
所
"
鼻
。
右
腕
の
肘
か
ら
先
。
左
腕
は
上
腕
外
側
半
分

(獅
噛
目
頭
辺
)
か
ら
手

首
ま
で
の
外
側
、
及
び
第
二
指
か
ら
第
五
指
。
背
面
上
半
身
左
右
と
同
じ
く
下
半
身
の
背

創
り
蓋
板
。
背
面
裳
裾
の
全
て
。
岩
座
地
付
き
よ
り
上
に
三
・
五
㎝
程
と
右
前
面
の
一
部
。

【持
国
天
像
】

　りご

本
像
は
四
体
中
最
も
像
高
が
高
く
、
動
勢
に
乏
し
く
全
体
的
に
沈
醗
な
雰
囲
気
が
漂
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
先
学
を
し
て
造
立
年
代
の
下
降
、
一
具
性
の
否
定
と
い
う
見
解
を
導
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

　　
コ

ま
ず
頭
飾
か
ら
み
て
い
く
と
、
繊
細
豪
奢
な
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
眼
を
惹
く
。

基
本
帯
を
ゴ
、条
の
紐
を
入
れ
て
表
し
、
前
頭
部
中
央
に
は
半
円
形
の
楯
状
飾
り
を
付
け
、
そ

の
周
囲
に
火
炎
を
廻
ら
せ
る
。
基
本
帯
か
ら
は
唐
草
が
伸
び
、
上
の
一、重
線
へ
か
か
る
。
両

耳
上
に
は
花
飾
り
を
付
け
、
左
右
側
頭
部
の
花
飾
り
を
、
一重
線
で
繋
ぎ
、
そ
の
中
央
に
は
花

飾
り
を
も
う
一
つ
付
け
、
そ
の
上
に
更
に
三
角
形
の
飾
り
が
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
と
同
様
の

頭
飾
を
着
け
た
作
例
は
探
し
得
な
い
が
、
正
倉
院
漆
金
銀
絵
仏
寵
扉
に
描
か
れ
た
大
刀
を
突

　ズ
ヨ
　

　ズ
リ
　　
ら
つ

く
神
将
像
の
頭
飾
の
形
が
こ
れ
に
近
い
。
正
倉
院
像
は
、
列
弁
文
帯
を
前
頭
部
に
、
一段
渡
し
、

耳
上
辺
に
は
花
型
装
飾
を
付
け
、
前
頭
部
中
央
に
は
宝
輪
状
の
飾
り
を
概
き
、
そ
の
L
の
列

弁
文
帯
に
輪
郭
を
庸
草
で
装
飾
し
た
楯
状
飾
を
付
け
、
更
に
そ
こ
に
花
型
装
飾
を
付
け
て
い

る
。
細
か
な
と
こ
ろ
で
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
前
頭
部
に
帯
を
二
段
廻
ら
せ
る
点
、
左
右
に

花
型
装
飾
を
付
け
る
点
な
ど
、
大
ま
か
な
構
成
は
似
通
っ
て
い
る
。
三
角
の
飾
り
は
正
倉
院

像
の
唐
草
で
輪
郭
を
飾
っ
た
楯
状
飾
り
の
変
形
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
正
面
に
は
火
炎
の

意
匠
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
の
内
、
右
手
に
剣
を
持
ち
、
左
手
を
正
面
に

　　
　

　
　
　

向
か
っ
て
開
く
神
将
像
の
頭
飾
の
正
而
上
部
と
左
側
の
花
形
飾
の
周
り
に
火
炎
が
表
さ
れ
て

　は

リ

ヨ
　

ハぴ
ワ
ご

へゆ
ヨ
　

い
る
。
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
と
正
倉
院
漆
金
銀
絵
仏
寵
扉
は
鑑
真
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て

　ヨ
　

お
り
、
本
像
の
頭
飾
は
大
陸
渡
来
の
新
様
を
手
本
に
我
国
で
作
り
出
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
頭
髪
を
毛
筋
彫
り
と
す
る
の
も
、
兜
を
被
る
多
聞
天
像
は
別
と
し
て
、
増
長
・
広
目
天

像
と
は
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。

本
像
は
、
四
天
王
四
体
中
唯
一
、
僅
か
な
が
ら
首
の
表
現
が
あ
る
。
他
の
三
体
は
鎧
の
す

ぐ
上
に
頭
が
載
る
よ
う
な
表
現
で
あ
る
が
、
本
像
は
僅
か
で
あ
る
が
襟
元
に
ス
ペ
ー
ス
を
作

り
、
首
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
見
る
と
、
唐
招
提
寺
講
堂
持
国
天
像
に
も
鎧

の
襟
と
首
の
間
に
僅
か
に
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
首
を
表
現
し
て
い
る
。
一
方
の
増
長
天
像
や

同
寺
金
堂
の
四
天
王
像
は
首
を
表
現
し
て
い
な
い
。
他
に
、
唐
招
提
寺
講
堂
二
天
像
や
大
安

寺
四
天
王
像
と
の
比
較
と
し
て
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
中
国
陳
西
省
博
物
館
蔵
の
天
王

　
ら
　

像
を
参
考
に
見
て
み
よ
う
。
こ
の
像
は
頭
部
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
鎧
の
襟
の
箇
所
に
は
顎

紐
が
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
襟
の
す
ぐ
上
に
顎
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
、
こ
の
像

も
首
の
表
現
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
盛
庸
以
降
の
中
国
彫
刻
は
肥
満
し
、

首
を
表
さ
な
く
な
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
我
国
の
彫
刻
、
特
に
天
部
像
は
首
を
ほ
と

ん
ど
表
さ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
本
像
が
僅
か
な
が
ら
首
を
表
現
し
て
い
る
の
は
、
そ

れ
ま
で
の
日
本
の
様
式
と
新
渡
の
様
式
が
合
わ
さ
っ
た
と
言
え
、
作
者
は
日
本
⊥
人
を
想
定

出
来
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
胸
甲
か
ら
は
み
出
る
襟
と
、
そ
の
下
中
央
に
付
け
ら
れ
た
下
辺
四
分
の
一
ほ
ど
が

　　
ア
　

覗
く
花
形
飾
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
こ
れ
と
同
様
の
襟
と
花
形
飾
は
唐
招
提
寺
講
堂
二
天
像

や
鶏
足
寺
十
二
神
将
像
に
あ
る
。
彫
り
を
比
較
す
る
と
、
唐
招
提
寺
講
堂
増
長
天
像
は
花
弁

の
湾
曲
面
を
巧
み
に
彫
出
し
、
花
弁
の
質
感
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
が
、
庸
招
提
寺
持
国

天
像
と
本
像
の
そ
れ
は
硬
さ
が
あ
り
、
木
彫
技
術
の
未
熟
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
本

像
の
胸
甲
中
央
に
一
直
線
に
付
け
ら
れ
た
花
形
飾
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

こ
の
装
飾
の
形
を
見
る
と
、
花
型
の
花
弁
部
分
か
ら
直
接
蕾
状
垂
飾
が
出
て
い
る
が
、
こ

れ
に
は
有
機
的
繋
が
り
が
あ
る
と
は
言
い
難
く
、
写
し
崩
れ
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か

し
、
胸
甲
中
央
部
や
胸
甲
を
吊
る
ベ
ル
ト
に
も
花
形
飾
を
配
す
る
な
ど
、
胸
甲
自
体
を
華
麗

に
飾
ろ
う
と
す
る
意
欲
的
な
彫
刻
態
度
を
見
て
取
る
こ
と
も
出
来
る
。
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四
体
中
唯
一
、
腰
に
帯
で
は
な
く
、
石
帯
を
巻
く
こ
と
も
本
像
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

ハ　
　
　

こ
の
石
帯
に
は
上
下
二
段
の
網
代
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
網
代
文
の
使
用
は
、
唐
招
提
寺
木

彫
群
中
の
伝
衆
宝
王
菩
薩
像

(腰
帯
)
・
伝
獅
子
吼
菩
薩
像

(腎
釧
)
・
十
一
面
観
音
像
・
(腰

帯
)
大
日
如
来
像

(腎
釧
)
に
も
見
ら
れ
、
親
近
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

天
衣
の
表
現
に
も
写
し
崩
れ
が
あ
る
。
身
体
正
面
に
垂
れ
る
天
衣
は
腰
側
面
で
結
び
、
輪

を
作
っ
て
左
右
に
掛
か
る
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
く
観
察
す
る
と
、
天
衣
が
石
帯
を

通
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
付
く
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
天
衣
が
留
ま
っ
て
い
る
の

か
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
写
し
崩
れ
で
あ
ろ
う
。

　　
い
　　
ユ

沓
の
甲
部
分
に
は
簡
素
な
対
葉
花
文
状
の
宝
相
華
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
戒
壇
院

　　
い
　
ヨ
　

厨
子
扉
絵
の
鉾
を
突
く
神
将
形
の
同
部
分
の
宝
相
華
に
よ
く
似
て
い
る
。

以
上
、
持
国
天
像
に
つ
い
て
観
察
を
行
っ
て
き
た
が
、
写
し
崩
れ
や
彫
り
に
固
さ
の
あ
る

箇
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
唐
か
ら
の
渡
来
工
人
が
写
し
崩
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

為
、
本
像
の
作
者
は
日
本
工
人
を
想
定
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
像
は
写
し
崩
れ
が
多
い
と

は
い
え
、
こ
れ
は
当
時
の
日
本
工
人
の
限
界
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
胸
甲
を
派
手
に
飾
っ

た
り
、
花
形
飾
を
多
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
当
時
の
口
本
工
人
が
新
渡
の
檀
像
的
表
現
を
消

化
し
な
が
ら
、
独
自
の
形
式
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
意
欲
的
な
彫
刻
態
度
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
こ
か
ら
、
奈
良
時
代
前
中
期
に
も
見
ら
れ
た
日
本
工
人
の
渡
来
文
化
を
吸
収
す
る
能
力
の

高
さ
を
垣
問
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

【増
長
天
像
】

　　
リ
ト
　
　

ま
ず
、
髪
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
見
慣
れ
な
い
形
状
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
天
部
像

の
髪
に
は
、
三
山
髪
口や
五
山
讐
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
増
長
天
像
の
形
は
、
数
条

に
結
わ
れ
た
毛
束
を
頭
頂
部
で
一
つ
に
束
ね
、
そ
の
内
の
数
条
を
左
右
に
振
り
分
け
、
残
り

の
束
を
平
た
く
し
て
後
頭
部
に
向
か
っ
て
垂
ら
し
て
お
り
、
菩
薩
形
に
多
く
見
ら
れ
る
垂
髪

に
近
い
。

こ
の
よ
う
な
形
の
類
例
を
探
す
と
、
全
く
同
様
で
は
な
い
が
、
髪
を
長
く
し
て
後
方
に
垂

　　
　
　

ヨ
　
　
コ
ら
　

ら
す
形
状
の
も
の
と
し
て
、
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
の
兜
を
着
け
な
い
神
将
像
が
あ
り
、
輪
郭
は

異
な
る
が
長
め
の
讐
を
後
に
乗
ら
し
て
い
る
。
他
に
、
正
倉
院
漆
金
銀
絵
仏
寵
扉
の
大
刀
を

　れ

り

ぢ
　

　　

　
ト
フ
　

突
く
神
将
像
と
正
倉
院
漆
仏
寵
扉
の
弓
矢
を
持
っ
た
神
将
像
の
讐
を
見
る
と
、
本
像
の
讐
の

形
状
に
近
い
こ
と
が
分
か
る
。
他
に
は
時
代
が
や
や
下
る
が
、
大
安
寺
旧
蔵
興
福
寺
北
円
堂

　　

り

　
　

　　
り
　

り
　

安
置
四
天
王
像
の
内
、
多
聞
天
像
と
持
国
天
像
の
も
の
が
よ
く
似
て
お
り
、
留
意
す
べ
き
点

で
あ
ろ
う
。

　　
ロ
　

次
の
観
察
箇
所
は
頭
飾
で
あ
る
。
増
長
天
像
の
頭
飾
は
、
後
世
に
彫
り
直
さ
れ
て
削
り
取

ら
れ
た
ら
し
く
、
現
在
前
頭
部
に
山
形
楯
状
の
飾
り
が
付
い
て
い
る
の
み
で
、
当
初
ど
の
よ

う
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
僅
か
に
残
さ
れ
た
前
頭
部
の

山
形
楯
状
飾
り
の
輪
郭
を
辿
る
と
、
現
状
は
左
右
の
山
が
ま
ば
ら
彫
り
の
髪
に
彫
り
直
さ
れ

て
い
る
が
、
当
初
は
三
叉

(山
の
字
型
)
の
頭
飾
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
頭
飾
の
帯
の
繋
が
り
は
不
可
解
な
も
の
で
あ
る
。
通
常
、
頭
飾
の
帯
は
一
本
の
金

属
で
出
来
て
お
り
、
そ
れ
を
曲
げ
て
輪
に
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
増
長
天
像
の
も
の
は
前
頭

部
を
通
っ
て
、
左
右
の
耳
に
ア
ー
チ
状
に
帯
を
渡
し
、
両
耳
の
上
か
ら
急
に
向
き
を
変
え
て
、

後
頭
部
へ
向
か
っ
て
水
平
に
帯
を
廻
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
一
本
の
輪
に
な
ら
ず
、
頭
飾
(冠
)

の
形
状
と
し
て
は
辻
褄
が
合
わ
な
い
。
彫
刻
の
写
し
崩
れ
、
若
し
く
は
画
像
を
手
本
と
し
た

為
、
形
状
が
分
か
ら
ず
造
っ
た
為
か
も
知
れ
な
い
。

顔
の
表
現
は
持
国
天
像
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
若
干
沈
奮
な
印
象
を
受
け
、
筋
肉
表
現
は
穏

や
か
で
は
あ
る
が
写
実
的
で
、
繊
細
で
あ
る
。

胸
甲
を
見
て
い
こ
う
。
増
長
天
像
の
胸
甲
は
現
状
で
は
、
目
立
っ
た
装
飾
は
無
い
よ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
、
よ
く
見
る
と
胸
甲
下
縁
中
央
に
宝
相
華
、
若
し
く
は
唐
草
を
表
し
た
と

思
わ
れ
る
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
装
飾
が
胸
甲
周
縁
全
て
を
飾
っ
て
い
た
の
か
は
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
左
右
の
周
縁
に
は
跡
が
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
央
下
辺
の

み
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
装
飾
の
彫
り
は
大
振
り
で
、
後
述
す
る
多
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聞
天
像
ほ
ど
繊
細
さ
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
世
の
彫
り
直
し
も
考
慮

せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
増
長
・
広
目
天
像
に
は
、
前
述
多
聞
天
像
の
よ
う
な
細
緻
な
鎮
刻
表

現
を
施
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
が
少
な
く
、
装
飾
が
あ
っ
て
も
大
振
り
で
あ
り
、
彫
り
も
大

ら
か
な
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
な
作
者
の
違
い
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　　
り

　
　

　　
い

　
　

続
い
て
、
沓
の
装
飾
に
眼
を
向
け
て
お
き
た
い
。
甲
の
部
分
に
は
本
寺
持
国
天
像
同
様
に

へれ
い

ら

　
ら
　

宝
相
華
を
彫
刻
し
て
い
る
が
、
本
像
の
も
の
は
、
持
国
天
像
や
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
中
の
二
像

(大
刀
を
突
く
神
将
像
と
鉾
を
突
く
神
将
像
)
の
そ
れ
を
よ
り
豪
華
に
し
た
よ
う
な
表
現
で

あ
る
。
陳
西
省
博
物
館
の
石
造
天
王
形
像
の
同
じ
部
分
に
も
宝
相
華
の
よ
う
な
装
飾
が
施
さ

　　
い

り
　

れ
て
お
り
、
当
時
の
流
行
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【広
目
天
像
】

本
像
は
阿
形
で
、
先
項
の
増
長
天
像
の
畔
形
に
対
応
す
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

広
目
天
像
の
讐
は
、
数
条
に
結
わ
れ
た
毛
束
を
前
頭
部
辺
り
で
.
つ
に
ま
と
め
、
後
方
へ

　ズ
リ

ノ
ご

　く
り

　
へ

折
り
返
し
て
い
る
。
先
の
増
長
天
像
と
形
状
は
若
干
異
な
る
が
、
様
式
と
し
て
は
同
様
で
あ

る
。
類
似
作
例
は
先
述
の
増
長
天
像
と
同
様
で
あ
る
が
、
正
倉
院
漆
仏
寵
扉
の
弓
矢
を
持
つ

　　

り

　
　

神
将
像
の
も
の
に
、
特
に
似
て
い
る
。

広
目
天
像
の
頭
飾
も
先
の
増
長
天
像
同
様
、
風
化
が
激
し
く
彫
り
直
し
も
あ
る
為
、
当
初

の
形
状
は
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
僅
か
に
当
初
の
装
飾
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、

　　
ロ
　

そ
れ
を
手
掛
か
り
に
観
察
を
行
い
た
い
。
ま
ず
、
正
面
は
増
長
天
像
と
似
た
三
叉

(山
の
字

型
)
の
飾
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
左
右
の
山
の
装
飾
は
風
化
が
激
し
く
当
初
の
装
飾

は
不
明
で
、
中
央
の
山
の
先
端
部
分
に
は
何
ら
か
の
飾
り
が
置
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

や
は
り
風
化
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
先
端
部
よ
り
僅
か
下
の
部
分
に
は
ア
カ
ン
サ
ス

　　
ロ
　

風
の
飾
り
が
債
か
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
カ
ン
サ
ス
風
の
飾
り
は
、
法
隆
寺
食
堂
多
聞
天
像
に

も
表
面
が
だ
い
ぶ
剥
が
れ
落
ち
て
は
い
る
が
、
同
様
の
も
の
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
更
に
こ

の
ア
カ
ン
サ
ス
風
飾
の
下
に
も
花
文
の
よ
う
な
も
の
が
債
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、

表
面
風
化
に
よ
り
現
状
で
は
判
断
出
来
な
い
。

三
叉
の
飾
り
の
間
か
ら
は
一
本
の
帯
が
覗
い
て
お
り
、
広
目
天
像
の
頭
飾
は
帯
を
上
下
一、

段
で
構
成
す
る
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
帯
を
上
下
二
段
に
渡
す
頭
飾
の
例
は
、
持
国

　ゆ
り

　
ら
　

　
ズ
リ

ヂリ
　

天
像
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
・正
倉
院
漆
金
銀
絵
仏
寵
扉
の
そ
れ
ぞ
れ

　
り
　

大
刀
を
突
く
神
将
像
が
あ
り
、
中
央
の
飾
り
を
山
形
に
す
る
と
い
う
点
で
も
似
通
っ
て
い
る
。

本
像
が
こ
の
二
像
に
類
似
し
て
い
る
箇
所
は
他
に
も
あ
り
、
誠
に
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。
広

目
天
像
の
頭
飾
は
現
状
で
は
増
長
天
像
と
は
違
い
、
後
頭
部
に
帯
を
廻
し
て
い
な
い
。
前
頭

部
の
頭
飾
は
両
耳
の
前
辺
り
で
途
切
れ
る
形
で
、
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
よ
う
な
着
け
方
と
な
っ

て
い
る
。

広
目
天
像
の
顔
は
右
半
分
が
彫
り
直
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
参
考
に
は
出
来
な
い
が
、

筋
肉
の
表
現
は
や
は
り
穏
や
か
で
、
固
さ
は
無
い
よ
う
に
見
え
る
。

広
日
天
像
の
肩
甲
に
は
、
大
型
の
葉
形
が
二
重
に
置
か
れ
、
華
や
か
な
意
匠
と
な
っ
て

　　
ロ
　

い
る
。
こ
の
葉
形
に
は
、
後
述
多
聞
天
像
の
よ
う
に
、
そ
の
上
に
小
蕾
花
文
や
花
文
を
概
く

と
い
う
細
か
な
装
飾
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
葉
形
の
輪
郭
を
見
る
と
、
平
面
的
で
は
な
く
立

体
的
な
曲
面
を
表
現
し
、
葉
の
柔
ら
か
さ
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

身
体
側
面
に
は
、
天
衣
が
あ
っ
た
と
思
し
き
箇
所
が
あ
る
が
、
現
在
は
削
ら
れ
て
葉
形
の

腰
甲
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
真
下
岩
座
の
上
而
を
見
る
と
天
衣
の
断
片
が
残
さ

　
ほラ

　

れ
て
い
る
が
、
陳
西
省
博
物
館
の
石
造
天
王
像
に
も
本
像
の
よ
う
に
岩
座
上
面
に
ま
で
垂
れ

　
ら

へ

下
が
る
天
衣
が
あ
り
、
そ
の
表
現
も
似
て
い
る
。
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
や
正
倉
院
漆
金
銀
絵
仏

籠
扉
の
神
将
像
の
天
衣
が
翻
る
様
子
と
も
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。
本
寺
十
一
面
観
音
像
の

台
座
上
而
か
ら
側
而
に
も
本
像
と
同
様
に
天
衣
の
断
片
が
あ
り
、
全
て
を
一
木
で
彫
出
す
る

と
い
う
意
識
は
同
様
で
あ
る
。
体
幹
部
か
ら
大
き
く
遊
離
す
る
天
衣
を
頭
体
幹
部
と
同
材
か

ら
彫
出
し
、
し
か
も
岩
座
と
も
切
り
離
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
彫
技
は
誠
に
秀
逸

で
あ
る
。

　　
い
　
ヨ
　

沓
の
装
飾
に
関
し
て
は
、
前
項
増
長
天
像
と
似
た
も
の
で
あ
る
が
、
甲
の
中
心
か
ら
左
右
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ワ
ご

に
向
か
っ
て
分
か
れ
る
葉
の
巻
き
込
み
方
が
、
増
長
天
像
が
内
に
巻
く
の
に
対
し
て
、
本
像

で
は
外
に
巻
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
細
か
い
部
分
に
も
一
対
と
し
て
の
対
照
性
を
意
識
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
本
像
と
興
福
寺
北
円
堂
持
国
天
像
の
動
勢
の
類
似
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
こ

う
。
猫
背
の
よ
う
に
肩
を
丸
め
、
腹
を
前
に
出
し
、
頭
は
少
し
右
へ
向
け
る
。
正
面
か
ら
見

　　
ハ
サ
む

た
時
は
さ
ほ
ど
似
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
が
、
背
面
か
ら
の
動
勢
は
非
常
に
よ
く
似
て
い

　　
　

る
。
こ
の
二
像
間
に
は
何
ら
か
の
親
近
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
重
要
な
観
察
点
で
あ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。

【多
聞
天
像
】

本
像
は
、
四
天
王
像
四
体
中
に
お
い
て
最
も
繊
細
な
彫
り
と
動
勢
に
富
む
。
そ
の
繊
細
な

彫
り
に
対
す
る
意
識
は
、
唐
招
提
寺
講
堂
二
天
像
よ
り
も
強
く
感
じ
ら
れ
る
と
し
、
本
像
の

　
　
　

作
者
を
中
国
工
人
に
当
て
る
研
究
者
も
居
る
。

兜
の
頭
頂
部
に
は
大
き
め
の
花
形
飾
を
一
つ
置
き
、
そ
こ
か
ら
前
後
に
向
か
っ
て
連
珠
文

　　
ほ
　

帯
が
二
本
伸
び
る
。
そ
の
連
珠
文
帯
上
前
頭
部
に
上
下
に
小
型
と
中
型
の
花
形
飾
を
一
つ
ず

つ
配
す
る
。
後
頭
部
に
伸
び
る
連
珠
文
帯
上
に
も
中
型
の
花
形
飾
を
一
つ
置
く
。
こ
の
頭
部

中
央
前
後
に
伸
び
る
連
珠
文
帯
の
左
右
に
、
同
じ
く
連
珠
文
帯
を
波
型
に
し
て
、
前
後
に
伸

ば
し
て
篠
垂
と
す
る
。
左
右
の
側
頭
部
上
方
に
は
、
中
央
か
ら
紐
を
垂
ら
し
た
花
形
飾
が
付

く
。
本
像
の
よ
う
に
篠
垂
の
左
右
の
輪
郭
を
波
型
に
す
る
作
例
を
探
す
と
、
東
大
寺
戒
壇
堂

　　
め
　

　　
り
　

持
国
天
像
と
同
寺
法
華
堂
増
長
天
像
が
本
像
と
同
じ
く
波
型
と
な
っ
て
い
る
。
両
像
共
、
縁

取
り
を
連
珠
と
は
し
て
い
な
い
が
、
中
央
に
連
珠
文
帯
を
伸
ば
す
点
は
同
様
で
あ
る
。
兜
の

左
右
に
花
形
飾
を
付
け
る
点
で
も
一
致
す
る
。
兜
全
体
の
形
状
と
し
て
、
本
像
に
は
吹
き
返

し
が
無
く
鍛
が
折
り
返
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
相
違
す
る
点
も
存
在
す
る
が
、
細
部
の
意
匠
に

東
大
寺
像
と
似
た
も
の
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
我
国
の
伝
統
様
式
を
受
け
継

い
で
い
る
こ
と
を
指
摘
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
像
の
兜
に
は
五
つ
の
花
形
飾
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
頭
頂
部
に
表
さ
れ
た

も
の
が
最
も
保
存
状
態
が
良
く
、
当
初
の
彫
り
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
花
弁
の
一
枚
一
枚
を

丁
寧
に
刻
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
平
面
的
で
は
な
く
、
立
体
感
が
あ
り
、
花
弁
の
質
感

ま
で
表
し
て
い
る
よ
う
で
、
非
常
に
優
れ
た
彫
技
を
示
し
て
い
る
。

顔
の
筋
肉
表
現
は
誠
に
写
実
的
で
あ
る
。
眉
を
表
現
し
た
筋
肉
の
隆
起
、
上
歯
で
下
唇
を

力
強
く
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る
口
周
り
の
筋
肉
の
窪
み
や
、
吊
り
上
が
っ
た
頬
の
表
現

は
的
確
で
、
全
て
の
筋
肉
が
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
四
天
王
像
中
で
最
も
筋

肉
の
表
現
を
写
実
的
に
表
そ
う
と
す
る
意
識
が
感
じ
ら
れ
、
写
実
的
表
現
は
本
寺
楊
柳
観
音

像
に
通
じ
る
作
風
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　カ
　
　

　　
ア
　

胸
甲
へ
眼
を
向
け
る
と
、
持
国
天
像
の
胸
甲
の
装
飾
と
文
様
の
構
成
が
似
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
胸
甲
の
周
縁
部

(持
国
天
像
は
周
縁
部
下
方
)
を
庸
草
・
宝
相
華
で
飾
り
、
胸
甲

を
吊
る
左
右
の
各
ベ
ル
ト
を
留
め
る
位
置
に
大
型
の
花
形
飾
を
付
け
る
な
ど
、
細
か
い
意
匠

は
異
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
・
装
飾
の
構
成
自
体
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
・
こ
こ
か
ら
両

ト一

像
の
親
近
性
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

胸
甲
に
彫
ら
れ
た
宝
相
華
、
特
に
胸
部
中
央
か
ら
下
胸
に
か
け
て
の
文
様
は
、
正
倉
院
南

　　
り
　

　　
ね
　

倉
の
香
印
坐
に
描
か
れ
た
宝
相
華
や
唐
招
提
寺
金
堂
千
手
観
音
像
光
背
の
宝
相
華
に
よ
く
似

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
葉
の
折
り
返
し
や
め
く
れ
返
る
様
子
、
蕨
手
状
に
な
っ
て
い
る
様
は

同
様
の
系
統
に
連
な
る
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
香
印
坐
で
は

葉
や
花
弁
の
折
り
返
し
に
自
由
さ
が
あ
り
、
固
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
本
像
の
文
様
は
幾

分
か
大
掴
み
で
、
左
右
対
称
に
表
さ
れ
て
お
り
、
形
式
化
が
進
ん
だ
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

新
渡
の
様
式
を
元
に
形
式
化
さ
れ
た
結
果
と
言
え
よ
う
か
。

　　
の
　

次
に
肩
甲
へ
と
観
察
の
眼
を
移
し
て
い
く
。
い
く
つ
か
の
花
が
重
な
っ
て
配
さ
れ
て
い
る

が
、
最
下
層
に
は
大
き
く
宝
相
華
の
葉
形
を
彫
り
、
そ
の
上
に
側
而
視
点
の
宝
相
華
を
肩
中

央
に
一
つ
配
し
、
そ
の
左
右
に
小
蕾
花
文
を
二
つ
ず
つ
置
い
て
い
る
。
唐
招
提
寺
講
堂
増
長

天
像
の
肩
甲
と
比
較
す
る
と
、
全
体
の
雰
囲
気
は
似
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
宝
相
華
の



構
成
と
配
置
は
異
な
っ
て
お
り
、
彫
り
は
唐
招
提
寺
像
の
方
に
よ
り
深
さ
が
あ
る
。
こ
の
彫

り
の
深
さ
は
全
体
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
、
庸
招
提
寺
像
は
甲
全
体
の
彫
り
に
深
さ
が
あ

る
が
、
本
像
で
は
唐
招
提
寺
像
ほ
ど
の
深
さ
は
無
い
。
こ
れ
は
、
技
術
的
な
差
で
は
な
く
、

作
者
の
表
現
ヒ
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
像
の
彫
り
は
、
唐
招
提
寺
よ
り
も
繊
細
さ

が
あ
る
。
唐
招
提
寺
像
の
肩
甲
が
、
簡
素
な
半
楕
円
形
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
本
像
で

は
身
体
正
面
・
背
而
側
に
そ
れ
ぞ
れ
切
込
を
入
れ
て
変
化
を
付
け
、
輪
郭
を
連
珠
文
で
飾
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
が
随
所
に
見
ら
れ
、
刀
法
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
本
像
に
は

唐
招
提
寺
像
よ
り
も
細
や
か
な
表
現
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。

前
楯
も
本
像
の
装
飾
性
の
高
さ
を
示
す
箇
所
で
あ
る
。
前
楯
の
輪
郭
を
宝
相
華
で
飾
り
、

そ
の
内
側
を
連
珠
文
に
よ
っ
て
区
画
し
、
最
も
内
側
の
部
分
に
は
宝
相
華
を
敷
き
詰
め
、
そ

の
中
に
、.つ
の
花
文
を
上
F
に
置
く
、
こ
の
花
文
は
半
分
が
天
衣
と
腰
帯
に
隠
れ
て
表
さ
れ

る
。
前
楯
の
輪
郭
を
向
か
っ
て
左
側
に
曲
げ
、
動
き
を
付
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
立
体
的
な

動
き
で
は
な
く
、
平
面
的
な
動
き
で
あ
る
と
み
え
、
絵
画
な
ど
が
参
考
に
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
。
し
か
し
、
装
飾
を
細
か
く
観
察
す
る
と
、
宝
相
華
や
花
文
の
茎
や
葉
、
そ
し
て
花
弁

の
一
枚
一
枚
に
微
妙
な
凹
凸
や
曲
面
の
変
化
を
つ
け
、
浅
め
の
彫
り
で
あ
り
な
が
ら
見
事
に

立
体
感
を
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
前
楯
の
比
較
す
べ
き
作
例
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
唐
招
提
寺
講
堂
二
天
像
、
中
で
も

増
長
天
像
で
あ
る
。
唐
招
提
寺
像
で
は
、
前
楯
の
内
側
に
小
花
葉
を
飾
り
、
そ
の
上
下
に
本

像
と
同
じ
く
半
分
が
天
衣
と
石
帯
に
隠
れ
た
花
文
を
概
い
て
い
る
。
前
楯
内
部
に
花
文
な
ど

を
刻
出
す
る
と
い
う
表
現
方
法
は
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
本
像
の
前
楯
の
宝
相
華
や
花
文
の

配
し
方
は
、
唐
招
提
寺
像
よ
り
自
由
さ
と
流
麗
さ
が
あ
る
。
唐
招
提
寺
像
で
は
、
前
楯
の
内

部
の
全
て
を
小
花
葉
で
埋
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
像
の
前
楯
の
宝
相
華
の
問
に
は
僅
か

で
あ
る
が
、
無
文
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。

脛
当
脹
脛
側
の
中
ほ
ど
に
は
、
周
囲
を
列
弁
文
で
飾
っ
た
大
き
め
の
木
瓜
型
の
飾
り
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
飾
り
は
脛
当
の
縁
か
ら
は
み
出
し
て
彫
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
木

瓜
型
の
飾
り
は
、
正
倉
院
漆
金
銀
絵
仏
寵
扉
の
大
刀
を
突
く
神
将
像
や
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
の

同
じ
く
大
刀
を
突
く
神
将
像
の
脛
当
、
そ
し
て
唐
招
提
寺
木
彫
群
や
本
寺
十
一面
観
音
像
の

腎
釧
に
見
ら
れ
る
意
匠
で
、
同
時
代
頃
の
中
国
や
韓
国
の
神
将
像
に
も
見
ら
れ
る
。

へ　
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編
沓
を
を
履
く
点
は
、
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
の
二
人
の
神
将
形
が
履
い
て
い
る
も
の
と
同
様

で
あ
る
。
非
常
に
特
徴
的
な
意
匠
で
あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
繋
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

以
上
、
観
察
を
進
め
て
き
た
が
、
本
像
は
唐
か
ら
の
新
様
と
我
国
の
伝
統
様
式
が
多
数
混

在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
本
像
の
作
者

を
日
本
工
人
と
考
え
た
い
。
装
飾
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
と
お
り
日
本
人
的
意
識
が
感
じ

ら
れ
る
し
、
我
国
の
伝
統
的
様
式
を
用
い
た
部
分
が
多
く
、
全
体
の
印
象
も
そ
れ
に
近
い
。

そ
し
て
、
甲
冑
の
下
に
あ
る
肉
身
を
表
現
す
る
こ
と
に
強
い
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も

伝
統
的
造
形
感
覚
の
日
本
工
人
を
想
定
す
る
要
素
に
な
る
。
非
常
に
太
造
り
で
、
量
感
に
富

む
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体
形
は
、
明
ら
か
に
唐
か
ら
の
新
様
受
容
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本

像
に
は
ま
だ
肉
身
表
現
に
対
す
る
強
い
意
識
が
あ
り
、
甲
の
下
に
肉
身
を
は
っ
き
り
と
感
じ

取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
肉
身
表
現
に
対
す
る
強
い
意
識
は
奈
良
時
代
中
期
の

大
き
な
特
徴
で
、
そ
れ
が
伝
統
様
式
を
形
成
し
て
き
た
。
し
か
し
、
鑑
真
来
朝
以
降
の
唐
招

提
寺
講
堂
二
天
像
を
み
る
と
、
肉
身
表
現
へ
の
意
識
は
薄
れ
始
め
、
甲
冑
や
胸
飾
を
い
か
に

細
密
に
彫
り
出
す
か
と
い
う
こ
と
に
造
仏
の
重
点
が
移
行
し
、
肉
身
よ
り
も
甲
冑
を
主
体
に

身
体
の
線
を
捉
る
よ
う
に
な
る
。
本
像
の
装
飾
を
見
る
と
、
確
か
に
細
緻
な
装
飾
へ
の
こ
だ

わ
り
を
見
出
す
こ
と
も
出
来
る
。
し
か
し
、
本
像
に
は
庸
招
提
寺
や
そ
れ
以
降
の
像
と
は
異

な
る
強
い
肉
身
表
現
へ
の
意
識
が
感
じ
ら
れ
、
我
国
の
工
人
の
伝
統
的
様
式
へ
の
強
い
こ
だ

わ
り
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

細
部
の
意
匠
に
奈
良
時
代
中
期
頃
の
伝
統
形
式
を
用
い
て
い
る
点
も
、
や
は
り
日
本
工
人

の
手
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
天
王
像
四
体
の
関
係
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
持
国
天
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像
は
像
高
も
高
く
、
頭
髪
の
表
現
が
異
な
る
。
他
三
像
の
意
匠
な
ど
を
写
し
た
よ
う
な
箇
所

や
写
し
崩
れ
な
ど
も
見
ら
れ
る
為
、
若
干
時
期
が
下
る
か
、
他
三
像
と
は
作
者
は
異
な
り
、

新
様
に
直
接
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
日
本
工
人
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。

造
形
観
察
を
詳
細
に
行
っ
た
結
果
、
広
目
・
増
長
天
像
が
同
一
作
者
と
す
る
考
え
は
変
わ

ら
な
い
。
作
者
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
人
と
考
え
て
お
き
た
い
。
用
い
ら
れ
た
意
匠
に
は
、

大
陸
か
ら
の
新
様
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
意
識
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
直
接
新
様

の
手
本

(図
像
な
ど
)
に
触
れ
る
機
会
の
あ
っ
た
工
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

多
聞
天
像
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
観
察
の
結
果
日
本
工
人
と
考
え
た
い
。
観
察
に
よ
っ

て
、
意
匠
に
天
平
中
期
以
来
の
伝
統
を
取
り
入
れ
た
箇
所
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
出
来
た
か
と
思
う
が
、
肉
身
表
現
は
や
は
り
そ
れ
を
強
く
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

装
飾
の
彫
り
に
関
し
て
も
、
繊
細
華
麗
で
あ
り
、
従
来
の
彫
刻
の
装
飾
と
は
異
質
な
も
の
で

は
あ
る
が
、
唐
招
提
寺
講
堂
増
長
天
像
の
よ
う
な
派
手
さ
は
無
く
、
ど
こ
か
落
ち
着
い
た
印

象
を
受
け
る
。
そ
こ
に
は
日
本
人
的
感
覚
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
考
察
が
的
外
れ
な
も

の
で
な
け
れ
ば
、
多
聞
天
像
を
生
み
出
す
こ
と
の
出
来
る
よ
う
な
、
高
い
水
準
の
木
彫
技
術

を
持
っ
た
工
人
が
我
国
に
も
居
た
こ
と
に
な
る
。
従
来
、
奈
良
時
代
後
半
期
の
木
彫
技
術
水

準
は
あ
ま
り
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
が
、
大
安
寺
と
い
う
大

寺
の
国
際
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
鑑
真
来
朝
以
前
に
も
そ
の
技
術
を
研
鐙
し
得
る
環
境
が
あ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
、
決
し
て
そ
の
水
準
は
低
く
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
も
す
れ
ば
、

奈
良
時
代
後
期
の
我
国
の
木
彫
技
術
の
水
準
自
体
を
見
直
す
必
要
性
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

第
二
章

形
姿
復
元

前
章
ま
で
、
各
像
の
意
匠
や
形
式
の
特
徴
を
観
察
し
て
き
た
が
、
多
聞
天
像
を
除
く
、
各

像
の
腕
の
ほ
と
ん
ど
が
後
補
さ
れ
て
お
り
、
当
初
の
形
姿
を
失
っ
て
い
た
。
冒
頭
に
述
べ
た

よ
う
に
、
当
初
の
形
姿
復
元
を
考
察
す
る
と
、
広
目
天
像
が
非
常
に
特
徴
的
な
形
姿
で
あ
っ

た
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
本
項
で
は
、
そ
の
広
目
天
像
の
形
姿
復
元
に
つ
い
て
論
じ
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
。

広
目
天
像
の
形
姿
復
元
を
試
み
る
前
に
、
他
の
像
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
ま
ず
は
、
持
国

天
像
の
形
姿
に
つ
い
て
。
本
像
は
両
腕
の
肩
か
ら
先
が
全
て
後
補
と
な
っ
て
お
り
、
動
勢
も

乏
し
く
、
当
初
の
形
姿
を
復
元
す
る
手
掛
か
り
に
欠
け
、
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

次
に
、
増
長
天
像
を
見
る
と
、
持
国
天
像
同
様
、
両
肩
か
ら
先
が
後
補
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
よ
う
に
右
手
を
挙
げ
、
左
手
を
下
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
当
初
の

形
姿
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

多
聞
天
像
は
、
右
手
前
騰
部
よ
り
手
先
ま
で
と
左
手
上
腕
部
半
ば
よ
り
手
先
ま
で
が
後
補

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
当
初
の
形
姿
を
大
き
く
変
え
る
よ
う
な
補
修
を
受
け
て
は
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
現
在
の
形
姿
は
当
初
と
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
三
体
の
形
姿
は
、
現
状
と
変
わ
ら
な
い
か
、
手
掛
か
り
に
欠
け
、
復
元
不
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

で
は
、
広
目
天
像
の
形
姿
復
元
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
復
元
を
行
う
前
に
、
再
度
後
補
部

分
の
確
認
を
し
て
お
こ
う
。
後
補
箇
所
は
主
に
腕
部
分
で
あ
る
。
左
腕
は
、
肩
か
ら
手
先
ま

で
を
後
補
。
右
腕
は
手
先
か
ら
前
謄
三
分
の
一
辺
り
ま
で
と
鰭
袖
の
翻
る
部
分
を
後
補
し
て

い
る
。
以
上
が
、
本
像
の
形
姿
に
関
わ
る
後
補
箇
所
で
あ
る
。

現
状
の
形
姿
は
、
持
物
を
欠
失
し
て
は
い
る
が
、
広
目
天
の
寺
伝
ど
お
り
、
右
手
に
筆
、

左
手
に
巻
子
を
持
つ
姿
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
筆
と
巻
子
を
持
つ
広
目
天
像
の
作

例
を
見
渡
す
と
、
阿
形
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
異
例
と
言
え
る
。

本
四
天
王
像
が
い
つ
頃
か
ら
一
具
と
さ
れ
た
の
か
は
、
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

多
聞
天
像
の
背
創
り
部
分
に
宝
永
三
年

(
一
七
〇
六
)
銘
の
奥
書
を
持
つ
経
巻
が
納
め
ら
れ

　　
ソ

て
い
た
こ
と
が
昭
和
五
年
の
修
理
の
際
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
宝
永
三
年
の
修
理
時
に
現

在
の
形
姿
に
な
り
、
四
天
王
と
し
て
の
尊
格
を
揃
え
る
為
に
、
広
目
天
と
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
。
つ
ま
り
こ
の
時
点
で
は
一
具
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
は
遡
る
こ
と
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が
出
来
な
い
為
、
い
つ
か
ら
一
具
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
現
状
の
広
目
天
像
の
形
姿
に
は
違
和
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
他
の
筆
と
巻

子
を
持
つ
形
姿
の
広
目
天
像
の
作
例
と
比
較
し
た
時
、
そ
れ
は
特
に
顕
著
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ

の
違
和
感
と
は
、
両
腕
の
位
置
と
き
つ
く
締
め
た
腋
の
問
隔
に
あ
る
。
参
考
に
、
奈
良
時
代

四
天
王
像
の
代
表
作
例
で
あ
る
東
大
寺
戒
壇
堂
像
・
同
寺
法
華
堂
像
や
本
像
と
制
作
年
代
が

近
似
す
る
と
思
わ
れ
る
唐
招
提
寺
金
堂
像
を
見
る
と
、
ど
の
像
も
両
腋
は
あ
ま
り
締
め
ず
に

身
体
と
腕
の
問
に
間
隔
を
持
た
せ
、
ゆ
っ
た
り
と
筆
と
巻
子
を
持
っ
て
お
り
、
白
然
な
動
勢

で
あ
る
。

一
方
、
本
像
の
右
腕
は
、
腋
を
締
め
、
前
脾
か
ら
先
を
身
体
正
面
腰
前
辺
り
に
ぴ
っ
た
り

と
密
着
さ
せ
る
。
左
腕
も
腋
を
締
め
、
肩
か
ら
肘
ま
で
を
身
体
に
付
け
、
屈
腎
し
肘
か
ら
先

は
前
方
に
出
し
て
い
る
。
先
の
参
考
作
例
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
腋
に
間
隔
を
持
た
せ
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
腕
の
位
揖
で
は
な
く
、
両
腕
の
構
え
は
非
常
に
窮
屈
で
あ
る
。

で
は
、
何
故
こ
の
よ
う
な
腋
を
締
め
た
窮
屈
な
腕
位
概
に
後
補
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

右
腕
は
前
謄
途
中
よ
り
先
が
後
補
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
当
初
の
右
腕
位
置
は
動
か
な

い
。
よ
っ
て
、
左
腕
の
形
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
恐
ら
く
、
後
補
さ
れ
た
段
階
で
は
、
当

初
の
形
は
全
く
失
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
当
初
の
形
姿
自
体
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
四
天
王
と
し
て
の
尊
格
を
揃
え
る
為
に
、
広
目
天
と
し
て
修
理
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

と
前
述
し
た
が
、
そ
の
修
理
は
広
目
天
と
す
る
前
提
の
下
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
右
腕

は
、
当
初
の
も
の
で
あ
り
、
手
首
先
は
筆
を
持
つ
形
に
造
る
だ
け
で
よ
い
。
左
腕
に
関
し
て

は
、
肩
口
か
ら
先
が
失
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
左
腕
全
体
を
新
し
く
作
る
必
要
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
広
目
天
像
と
し
て
左
腕
を
造
る
の
で
あ
れ
ば
、
巻
子
と
筆
を
持
つ
形
姿
の

広
目
天
像
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
左
腕
と
身
体
の
問
に
は
間
隔
を
持
た
せ
る

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
像
の
肩
口
の
腕
の
付
け
方
は
、
腕
の
太
さ
分
だ
け
の

取
り
付
け
痕
、
若
し
く
は
、
木
彫
で
腕
が
別
材
で
あ
れ
ば
、
矧
面
が
あ
る
は
ず
で
、
腋
下
の

体
側
部
に
は
彫
刻
面
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
左
腕
を
体
側
部
腰
上
辺
ま

で
密
着
さ
せ
て
お
り
、
彫
刻
面
は
無
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
彫
刻
面
が
あ
っ

た
の
な
ら
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
隠
す
よ
う
に
し
て
、
そ
の
上
に
後
補
の
腕
を
密
着
さ
せ
て
付

け
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
よ
っ
て
、
彫
刻
而
が
腋
下
ま
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
と
思
わ

れ
る
。
こ
こ
に
は
や
は
り
矧
面
、
若
し
く
は
欠
損
痕
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
為
に
腹

の
上
辺
り
ま
で
後
補
の
左
腕
を
密
着
さ
せ
て
、
そ
の
面
を
隠
す
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
後
補
修
理
を
経
て
、
現
状
の
形
姿
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
現
状
の
形

姿
、
後
補
箇
所
の
整
理
が
出
来
た
と
こ
ろ
で
、
本
題
で
あ
る
当
初
の
形
姿
復
元
に
入
り
た
い
。

復
元
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
像
の
特
徴
的
な
箇
所
を
挙
げ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
ず
、

屈
腎
し
た
当
初
の
右
腕
が
身
体
正
面
腹
前
に
ぴ
っ
た
り
と
密
着
す
る
点
。
左
腋
を
締
め
、
左

体
側
部
の
腹
上
辺
り
ま
で
欠
損
痕
、
若
し
く
は
、
矧
面
が
来
て
い
る
点
は
前
に
確
認
し
た
。
そ

れ
以
外
に
は
、
胸
甲
の
左
右
外
周
縁
を
表
さ
ず
、
幅
自
体
も
狭
め
に
表
し
て
い
る
点
。
頭
部

を
前
に
出
し
、
背
中
を
身
体
前
而
中
央
に
向
か
っ
て
丸
め
る
姿
勢
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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ま
ず
は
、
胸
甲
の
左
右
外
周
縁
を
表
し
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
胸
甲
右

縁
が
表
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
腋
を
締
め
、
腕
を
身
体
に
密
着
さ
せ
て
お
り
、
右
上
腕
で
胸

甲
縁
を
隠
す
形
に
な
っ
て
い
る
為
で
あ
る
。
で
は
、
左
胸
甲
縁
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
確
認

し
た
よ
う
に
、
肩
か
ら
先
が
後
補
と
な
っ
て
い
る
為
、
当
初
か
ら
左
腕
が
胸
甲
縁
を
隠
す
よ

う
に
な
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
左
体
側
部
に
矧
面
若
し

く
は
、
欠
損
痕
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
為
、
当
初
の
左
腕
も
腋
を
締
め
た
位
債
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
左
の
胸
甲
縁
も
当
初
か
ら
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
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可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
背
面
の
姿
勢
に
着
目
す
る
と
、
背
中
を
身
体
前
方
中
央
に
向
か
っ
て
丸
め
る
よ
う

な
、
言
わ
ば
猫
背
の
よ
う
な
姿
勢
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
面
姿
勢
を
取
れ
ば
、
両

腕
は
自
然
と
身
体
の
中
心
へ
と
動
く
こ
と
に
な
る
。
再
度
記
す
が
、
右
腕
は
当
初
の
位
置
か

ら
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
背
而
か
ら
見
た
時
、
そ
の
腕
の
動
き
に
違
和
感
は
な
い
。
や
は
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り
、
違
和
感
が
あ
る
の
は
左
腕
で
あ
る
。
背
面
よ
り
見
た
姿
勢
で
は
、
左
腕
は
身
体
の
中
央

へ
行
く
は
ず
が
、
後
補
の
腕
は
屈
腎
し
て
そ
の
ま
ま
正
面
へ
出
し
て
い
る
だ
け
で
、
無
理
な

姿
勢
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
背
面
観
か
ら
左
腕
の
自
然
な
動
き
を
復
元
す
る

と
、
肘
か
ら
先
は
腹
前
に
ぴ
っ
た
り
と
当
て
た
右
腕
と
交
差
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
が
、
現
状
の
形
姿
か
ら
復
元
し
得
る
、
当
初
の
形
姿
で
あ
り
、
両
腕
を
身
体
正
面
で

交
差
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
出
来
た
か
と
思
う
。

次
に
、
現
存
作
例
を
参
考
に
上
記
の
形
姿
復
元
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
本
像
の
特
徴
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
た
、
胸
甲
左
右
両
縁
、
若
し
く
は
、
一
部
表
さ
な
い
像
と
し
て
は
、
東
大

寺
法
華
堂
増
長
天
像
、
興
福
寺
北
円
堂
持
国
天
・
増
長
天
像
、
同
寺
東
金
堂
広
目
天
像
、
法
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隆
寺
食
堂
持
国
天
像
、
西
大
寺
四
王
堂
持
国
天
像
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
が
胸
甲
縁

を
表
さ
な
い
理
由
は
、
腕
を
身
体
の
前
に
突
き
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
胸
甲
縁
が
隠
れ
る
と

い
う
こ
と
に
よ
る
。
片
腕
だ
け
を
身
体
の
前
方
に
持
っ
て
く
る
像
は
、
そ
の
片
方
の
胸
甲
縁

だ
け
が
表
さ
れ
ず
、
も
う
片
方
の
縁
は
表
さ
れ
て
い
る

(法
華
堂
像
、
興
福
寺
東
金
堂
像
な

ど
)。
こ
の
よ
う
な
作
例
を
参
考
に
す
る
と
、
本
像
の
胸
甲
左
右
縁
が
表
さ
れ
て
い
な
い
の

も
、
や
は
り
、
両
腕
を
身
体
正
面
中
央
の
方
へ
突
き
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
参
考
作
例
の
内
、
興
福
寺
北
円
堂
持
国
天
像
は
、
造
形
観
察
の
項
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
本
四
天
王
像
と
の
共
通
点
が
多
い
。
中
で
も
、
背
而
観
の
類
似
は
特
に
注
目
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す
べ
き
で
あ
る
。
北
円
堂
像
が
腹
を
前
に
出
し
、
背
を
身
体
正
面
の
中
心
へ
と
丸
め
る
動
勢

　　
ゐ
じ
む

は
、
本
像
の
姿
勢
に
酷
似
し
、
両
脇
を
締
め
、
体
側
部
と
腕
の
間
に
間
隔
を
空
け
な
い
点
も

共
通
す
る
。
同
じ
く
北
円
堂
多
聞
天
像
の
背
面
姿
勢
に
も
似
た
感
じ
が
あ
る
が
、
北
円
堂
多

聞
天
像
が
胸
を
張
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
取
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
本
像
は
造
立
当
初
、
北
円
堂
持
国
天
像
と
同
様
の
形
姿
で

あ
っ
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
る
。

北
円
堂
像
の
形
姿
は
、
現
在
持
物
を
欠
失
し
て
は
い
る
が
、
両
腕
を
身
体
正
而
で
交
差
し
、

左
手
の
下
に
大
刀
を
突
く
形
姿
で
あ
る
。
本
像
が
こ
の
北
円
堂
持
国
天
像
と
同
じ
形
姿
で
あ

る
な
ら
、
本
像
も
大
刀
を
突
く
神
将
と
し
て
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

大
刀
を
突
く
神
将
像
は
、
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
や
正
倉
院
漆
金
銀
絵
仏
寵
扉
に
み
ら
れ
る
大
刀

を
突
く
神
将
像
と
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
北
円
堂
像
は
正
倉
院
像
の
方
に
類
似
性
が
あ
り
、

本
像
は
戒
壇
院
像
に
よ
り
類
似
性
が
あ
る
。
意
匠
に
関
し
て
は
、
造
形
観
察
の
項
で
述
べ
た

と
お
り
で
あ
る
が
、
形
姿
に
関
し
て
は
、
北
円
堂
像
や
正
倉
院
像
が
大
刀
を
身
体
か
ら
若
干

離
し
て
突
く
の
に
対
し
て
、
本
像
と
戒
壇
院
像
は
、
身
体
に
か
な
り
近
い
位
置
で
大
刀
を
突

い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
手
本
と
な
っ
た
図
像
や
制
作
年
代
の
違
い
を
示
す
も
の
と
思
わ

れ
る
。

第
三
章

結
び
に
代
え
て

前
章
ま
で
、
大
安
土寸
広
目
天
像
の
形
姿
復
元
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
本
像
が
大
刀

を
突
く
神
将
像
で
あ
っ
た
意
義
は
大
き
く
、
こ
の
こ
と
は
様
々
な
問
題
と
可
能
性
を
は
ら
ん

傷

で
い
る
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
ま
で
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
、
大
刀
を
突
く
神
将
像
は
、
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
や
正
倉
院

漆
金
銀
絵
仏
寵
扉
に
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
作
例
は
鑑
真
請
来
と
の
説
が
出
さ
れ
て
お
り
、
多

く
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
に
、
大
刀
を
突
く
神
将
像
の
作
例
を
挙
げ
る
と
、
唐
招
提

寺
金
堂
持
国
天
像
・
西
大
寺
四
王
堂
持
国
天
像
・
興
福
寺

(大
安
寺
旧
蔵
)
北
円
堂
持
国
天
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像
・
法
隆
寺
食
堂
持
国
天
像
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
の
内
ほ
と
ん
ど
が
、
鑑
真
若
し
く
は

鑑
真
周
辺
の
人
物
が
関
わ
っ
た
形
跡
が
あ
る
。

唐
招
提
寺
金
堂
像
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
西
大
寺
四
王
堂
像
に
つ
い
て
は
、
『西

大
寺
資
財
流
記
帳
』
に
鑑
真
招
聰
を
成
功
さ
せ
た
普
照
の
名
が
西
大
寺
の
大
鎮
と
し
て
記
載

さ
れ
て
お
り
、
鑑
真
弟
子
の
唐
僧
思
託
が
八
角
塔
様
を
造
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
造

営
・
造
像
に
何
ら
か
の
功
績
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
興
福
寺
北
円
堂
像
は
旧
大
安
寺
像

で
あ
り
、
道
溶
と
鑑
真
の
交
流
や
鑑
真
弟
子
の
思
託
の
大
安
寺
で
の
事
蹟
が
文
献
に
よ
っ
て



知
ら
れ
る
。
法
隆
寺
食
堂
像
は
、
造
像
に
関
わ
る
史
料
が
知
ら
れ
な
い
為
、
直
接
の
関
わ
り

を
指
摘
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
鎧
の
意
匠
に
鑑
真
来
朝
以
後
の
様
式
が
用
い
ら
れ
て
い
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る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
に
加
え
て
、
大
安
寺
四
天
王
像
に
大
刀
を
突
く
神
将

が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
大
刀
を
突
く
神
将
像
と
鑑
真
一
行
と
の
関
連
は
よ
り
深
く

な
ろ
う
。

鑑
真
と
大
安
寺
の
関
係
は
文
献
史
料
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
、
実
物
を
介
し
て
説
明
さ

れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
大
刀
を
突
く
神
将
像
が
鑑
真
と
大
安
寺
を
繋
ぐ
鍵

と
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
刀
を
突
く
神
将
と
大
安
寺
を
繋
い
だ
人
物
と
し

て
は
鑑
真
弟
子
の
唐
僧
思
託
が
考
え
ら
れ
、
大
安
寺
四
天
王
像
の
制
作
年
代
に
ま
で
及
ぶ
こ

と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
大
刀
を
突
く
神
将
像
の
例
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の

四
天
王
像
に
つ
い
て
、
四
体
ず
つ
の
セ
ッ
ト
で
形
姿
を
比
較
す
る
と
、
大
刀
を
突
く
神
将
像

だ
け
が
同
じ
で
あ
っ
て
、
他
の
一一、体
に
つ
い
て
は
特
に
共
通
し
て
お
ら
ず
、
特
に
は
決
ま
っ

て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
限
り
、
大
刀
を
突
く
神
将
像
が
特
別
視
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
、
何
ら
か
の
特
別
な
理
由
や
鑑
真
や
そ
の
弟
子
達

の
意
向
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
考
の
準
備
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
稿
を
改
め
て

論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
(ー
)
調
査
に
お
い
て
は
、
奈
良
大
学
大
学
院
生
和
澄
浩
介
氏
に
補
助
を
御
願
い
し
た
。
尚
、
法
量
は

『大

和
古
寺
大
観

元
興
寺
極
楽
坊
・
元
興
芋

・
大
安
寺
・
般
若
寺
・
1.
輪
院
』
岩
波
書
店

.
九
ヒ
し

記
載
の
も
の
を
記
す
。

(2
)
持
国
天
像
一
四
九
・
κ
㎝
・
増
長
天
像
▲
四
〇
・
○
㎝
・
広
目
天
像
、
一、.し
・
κ
㎝
・
多
聞
天
像
一

・二
、
●
又
m

r=
ノ

ノ
C

(3
)
松
田
誠
.郎

「法
隆
寺
食
堂
梵
天
・帝
釈
天
・
四
天
王
像
に
つ
い
て
」
『美
術
史
』
第
、
、
八
号

」
し
、
・工

4ノ
ノ
ー⊥

、.、宅
久
雄

「正
倉
院
か
ら
唐
招
提
寺
へ

鑑
真
和
上
来
朝
と
盛
唐
美
術
受
容
の
一端
」

『佛
教
藝

術
』
第
二
五
九
号

、、○
○
.
な
ど
。

(4
)
東
大
寺
大
仏
台
座
蓮
弁
に
線
刻
さ
れ
た
菩
薩
の
頭
飾
も
帯
を
二
段
に
現
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、

神
将
形
に
焦
点
を
絞
っ
た
。

(5
)
増
長
天
像
は
右
側
の
み
で
左
側
は
岩
座
自
体
が
後
補
と
な
っ
て
い
る
。
広
目
天
像
は
左
右
共
に
残
る
。

(6
)
松
原
、.、郎
氏
の
言
う
よ
う
な
石
彫
か
ら
、
木
彫
へ
と
繋
が
る
と
い
う
説
は
こ
の
よ
う
な
細
部
表
現
の

類
似
か
ら
も
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
(松
原
三
郎

「盛
庸
彫
刻
以
降
の
展
開
」
『美
術
研
究
』

第
一.互
七
号

。九
六
八
)
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
当
時
の
唐
で
は
木
彫
と
石
彫
に
表
現
L

の
差
は
無
か
っ
た
と
み
る
向
き
も
少
な
か
ら
ず
在
る
。
当
時
の
木
彫
が
中
国
本
十
に
現
存
し
な
い
と
い

う
大
き
な
問
題
が
あ
る
以
ヒ
、
現
状
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
至
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(7
)
こ
の
二
像
の
類
似
、
特
に
ド
半
身
の
造
形
が
似
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
今
城
甚
造
氏
に
よ
っ
て
さ
れ

て
い
る
。
『大
安
寺
』
「美
術
文
化
シ
リ
ー
ズ
」
中
央
公
論
美
術
出
版

一九
六
六

(8
)
『特
別
展

仏
像

、木
に
こ
め
ら
れ
た
祈
り
』
東
京
国
立
博
物
館
図
録

二
〇
〇
六

岩
佐
光
晴

氏
解
説
。

(9
)
昭
和
五
年
の
「修
理
図
解
解
説
書
」
(『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
所
蔵
旧
日
本
美
術
院
佛
像
修
理
記

録
』
所
載

奈
良
国
疏
文
化
財
研
究
所
編

.九
七
五
)

(10
)
(1
)
前
掲
書
の
中
で
田
辺
、一郎
助
氏
は
、
『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
ヒ
年
(
一
四
ヒ
五
)
ヒ
月

レ
.
日
条
に
記
載
さ
れ
る
大
安
寺
金
堂
安
置
仏
の
中
に
千
手
観
音
、
八
大
観
音
に
混
ざ
っ
て
四
天
E
が

あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
こ
れ
に
現
大
安
寺
木
彫
群
が
当
た
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、

や
は
り
可
能
性
に
留
ま
る
で
あ
ろ
う
。

(11
)
(9
)
前
掲
書
、
広
目
天
像
解
説
に
よ
る
と
、
胸
甲
部
分
に
は
、
当
初
、
乾
漆
を
盛
り
上
げ
て
い
た

箇
所
が
破
損
し
て
、
後
世
の
修
理
で
醜
悪
な
乾
漆
を
盛
り
付
け
て
あ
っ
た
の
を
除
去
し
た
と
あ
る
。
し

か
し
、
当
初
乾
漆
を
盛
り
ヒ
げ
て
い
た
と
す
る
点
に
関
し
て
、
本
像
の
胸
甲
の
造
形
が
乾
漆
に
頼
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。
恐
ら
く
、
い
つ
の
時
代
か
に

破
損
、
風
化
し
て
い
た
表
面
を
削
り
取
っ
て
乾
漆
を
盛
り
ヒ
げ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(12
)
他
に
も
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
制
作
年
代
が
近
い
と
思
わ
れ
る
も
の
、
中
央
の
作
品
に
限
っ
た
。
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(13
)
(7
)
参
照

(14
)
浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
厨
子
扉
絵
に
も
大
刀
を
突
く
神
将
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
製
作
は
鎌
倉

時
代
に
な
り
、
形
姿
こ
そ
古
様
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
意
匠
等
は
宋
代
の
影
響
が
濃
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
為
、
こ
れ
ら
の
作
例
と
同
様
に
考
え
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

(15
)
(3
)
前
掲
松
田
論
文

(16
)
『唐
大
和
上
東
征
伝
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
り
、
思
託
と
大
安
寺
の
関
係
は
深
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
こ
の
他
に
も
大
安
寺
と
思
託
を
結
ぶ
事
蹟
が
あ
る
。

唐
道
溶
律
師
、
請
大
和
L
門
人
思
託
日
、
遠
承
学
有
基
諸
、
溶
弟
子
閑
漢
語
者
、
合
励
疏
井
鎮
国
記
、

幸
見
開
導
、
僧
思
託
便
受
於
大
安
寺
唐
院
忍
基
等
請
、
四
五
年
中
、
研
磨
数
遍
、
宝
字
三
年
僧
忍
基
於

東
大
唐
院
、
講
疏
記
、
僧
善
俊
於
唐
寺
、
講
件
疏
記
、
僧
忠
恵
於
近
江
、
講
件
疏
記
、
僧
恵
新
於
大
安

塔
院
、
講
件
疏
記
、
僧
常
魏
於
大
安
寺
、
講
件
疏
記
、
僧
真
法
於
興
福
寺
、
講
件
疏
記
、
従
此
已
来
、

日
本
律
儀
漸
々
厳
整
、
師
々
相
伝
、
遍
於
簑
中
、

〔図
版
の
出
典
〕

図
版
は
、
以
下
の
も
の
か
ら
複
写
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
筆
者
が
大
安
寺
の
許
可
を
得
て
撮
影
し
た
も
の

で
あ
る
。

図
1
・図
23

『大
和
古
寺
大
観

元
興
寺
極
楽
坊
・元
興
寺
・大
安
寺
・般
若
寺
・十
輪
院
』
岩
波
書
店

一
九
七
七

図
2
・図
9
-
3
・
図
9

4
・図
9
1
5
・図
10

5
・図
10

6
・
図
10
1
7
・図
10

8

『仏
教
図
像
集
古
』
「戒
壇
院
厨
子
扉
絵
」
大
村
西
崖

東
京
佛
書
刊
行
會

一九
一九

図
3
・図
4
・
図
9

6
・図
9
i
7

『正
倉
院
宝
物

南
倉
』
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

毎
日
新
聞
社

、
九
九
六

図
6
・
図
10
1
9

『中
国
国
宝
展
図
録
』

二
〇
〇
四

図
9
1
9
・
図
9
1
8
・図
24

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
七
巻

興
福
寺
二
』
岩
波
書
店

一
九
六
九

図
16
・
図
17

『目
本
美
術
全
集
4

東
大
寺
と
平
城
京
』
講
談
社

一
九
九
〇

図
19『佛

教
荘
厳
の
研
究

グ
プ
タ
式
唐
草
の
東
伝
』

図
20『奈

良
六
大
寺
大
観
第
十
三
巻

膏
招
提
寺
二
』

安
藤
佳
香

中
央
公
論
美
術
出
版

二
〇
〇
三

岩
波
書
店

九
七
二

〔附
記
〕

本
稿
は
、
平
成
十
九
年
一
月
奈
良
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
十
論
文
の
一
部
を
再
構
成
、

加
筆
修
正
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
誠
に
貴
重
な
実
査
の
機
会
、
写
真
掲
載
の
許
可
を
頂
い
た
大
安

寺
貫
主
河
野
良
文
師
は
じ
め
大
安
寺
僧
の
方
々
に
は
格
別
の
御
高
配
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
修

十
論
文
作
成
時
か
ら
奈
良
大
学
三
宅
久
雄
教
授
よ
り
、
終
始
懇
切
丁
寧
な
御
指
導
を
賜
っ
た
。

こ
こ
に
末
筆
な
が
ら
記
し
、
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

(奈
良
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
化
財
史
料
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
)
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図
1

大
安
寺
四
天
王
像愚

も
タ

 灘螺
編
灘
騰

‡

軌
,＼こ
、
竃
、驚
職
請

眠

霧靴
攣
織
寒瀧
〆
趣
軸
藪
鶴
懸
キ
、漁
聾
.

綾

4-
多
も

謬

、、

∠

、

諏ra

総
磯

t

欝
紘
uド
卿.嘱
幽

鯨蕪
響
、
.
,
,魂

噂璽

、
漁

義
欝∵、轡 へ

多聞入像広目天像

＼

、
購 弧 塙

持国天像増長天像
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酬

乙
鱈

鐸.ノ くβ

し
過

タ

ほ

　　

拶

ノ

恕
肇懸

グ
代

図2-2弓 矢を持つ神将像

挙曳

図2-4鉾 を突く神将像

曳

一13一
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図2-1剣 を持つ神将像
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穿

箋

繊

硬嘘
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鵬

癒
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篶
気
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λ

態だノ 露
図2-3大 刀 を突 く神将像

変鰹

図
2

戒
壇
院
厨
子
扉
絵
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w
隠
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盤
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銭
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騨

仏寵扉
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獅
総

鍵
畿

雛
毯

灘正倉院図3

持国天像頭飾図5

轡
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∴欝
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鰍転

〜
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♂
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趨
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〆
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陳西省博物館天王像図6

正倉院漆仏寵扉図4

ヒ

噸欝
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持国天像胸甲図7
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陶
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・、欝
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劇
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楓
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灘
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く

援 く トノ

～ 灘み'

牽 穐i㌧ 購∵昌撫ド
ζ"

図9-2広 目天 像

総
幽
瓦

梅
塚
鎌叢
㌦

図
9

髪

ム
図9-4同 右(鉾 を突く神将像)

図9-6 正倉院漆金銀絵仏寵扉
(大刀を突く神将像)

ぬ
図9-3戒 壇 院厨子扉絵(剣 を持つ神将像)

図9-5同 上(大 刀を突 く神将像)

図9-7正 倉 院漆仏寵扉(弓 矢を持つ神将像)

図9-9同 右持国天像

.畷

鍵 轡 ・

・1叢鍵灘 麟

二勘触'嘱 脚

・齢
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騨

麟鍵
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㍉ 垂艦

轟!灘

・騰 雛
図10-2

ぐま ぐ ゼ ニ
眺

一 ・ 、噛

3騨

轟 蝋驚〆
べ ㌔ 魂

藝姦
霊＼ 叡 強 ・

糧 撃 …1齢鍵
嶺

増長天像

塾x、

難m、:㍉

∵4xgVrfixLa㌧

k

= !懸紬ぐ 蹴選郵 ㍉
プ ダ サ い　

墨 蕊 ＼
＼

図10-1持 国天像

嫡
マ

籍
噂嵐

瀞¥
、

螂吊瓶

容
急

図
10

沓

難鏡鄭轟 盤轟
、響

ぎ熱
詫も
毒気

4
〜
避

糊 ピ 砥㌦義・

図10-3広 目天 像

穐

図10-6戒 壇 院厨子扉絵(大 刀を突 く神将像) 図10-5同 右(鉾 を突く神将像)

図10-9陳 西省博物館天王像 図10-8同 左上(弓 矢を持つ神将像) 図10-7同 左上(剣 を持つ神将像)
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